
令和 7年度入学者選抜学力検査問題

1 監督者の「始め」の合図があるまでは,開 いてはいけません。

2 検査時間は,13時 40分から 14時 30分までの 50分間です。

3 大きな問題は全部で 8間で,表紙を除いて 9ページです。

また,別に解答用紙が 1枚あります。

4 監督者の「始め」の合図があつたら,す く
゛
に受検番号をこの表紙と解答用紙

のきめられた欄に書きなさい。

5 答えは,必ず解答用紙のきめられた欄にはつきりと書きなさい。

また,特に指示のあるもののほかは,各問いのア,イ ,ウ ,工のうちから

最も適当なものをそれぞれ一つ選んで,その記号を書きなさい。

6 監督者の「やめ」の合図があつたら,す く
゛
やめて,筆記用具をおきなさい。

科

蓄

癬

難

受 検 番 号 1  番

◇M4(785-31)



□
植物の成長と細胞のようすについて調べるために,次の実脚 L② を順に行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

1 下線部の処理を行う理由は,次のうちどれか。

ア 細胞どうしを離れやすくするため。  イ 細胞内の染色体をばらばらにするため。
ウ 細胞を脱色するため。        ェ 細胞に含まれる水分を取り除くため。
2 次の文のうち,顕微鏡の使い方として,正 しく述べている文には○を,誤 つて述べている文
には×をそれぞれ書きなさい。

① 観察をはじめるときは,対物レンズを最も高倍率のものにする。
② 視野を見やすい明るさにするために,しばりを調節する。
③ プレパラートをステージにのせたあとに,横から見ながらプレパラートと対物レンズの
距離をできるだけ近づける。

④ プレパラートと対物レンズとの距離を離しながら, ピントを合わせる。
3 実験(1)で観察した根は,aと bの間でのびていることがわかる。実験(2)の結果から,根の成長
の過程を,「aに近い部分で」という書き出しで,簡潔に書きなさい。

4 実験(2)で観察した根の細胞 1個の染色体の数は 16本である。タマネギの葉の細胞,生殖細
胞,胚の細胞について,それぞれの細胞 1個の染色体の数は何本か。

~1~             
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(1)タ マネギを水につけておくと根がのび

た。図 1の ように,根の先端から21nm

間隔で印をつけ,a,b,c,dと した。

図 2は ,0日 目(印 をつけた 日), 1日

目, 2日 目の a,b,c,dの 間隔のよう

すを表している。

図 1        図 2

(2)2日 目の根を切り取り,う すい塩酸に入れた。その後,根をスライドガラスにのせ,酢酸
オルセイン溶液で染色し,プ レパラー トを作成した。顕微鏡を用いて,a,b,c,dの
各部分について,それぞれ同じ倍率で観察し,プレパラートを動かさずに視野にある細胞
の数を数え,一つ一つの細胞のようすを調べた。表は,その結果をまとめたものである。

なお,視野にある細胞はすべてすき間なく並んでいた。

視野にある細胞の数 一つ一つの細胞のようす

72イ固 核の形が見える細胞と,染色体が見える細胞がある。

b 35イ固 核の形が見える細胞がある。

C 28個 核の形が見える細胞がある。

d 27個 核の形が見える細胞がある。



凸レンズの性質について調べるために,次の実験(1),(2)を順に行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

実験(1)で ,ス クリーンに映し出された像を何というか。

実験(2)で使われたふくらみが大きい凸レン

ズの焦点距離は何 cmか。

3 図 2は ,物体から発せられた光が凸レンズ

を通り,ス クリーンにはつきりした像が映し

出されたようすを表した模式図である。物体

の位置として,最 も適切なものは aか ら h

のうちどれか。

4 次の |    1内の文章は, ヒトの目がピントを合わせるしくみについて,

実験(2)の 結果と関連づけて考察したものである。①,②,③に当てはまる語

をそれぞれ(  )の中のア,イ から一つ選び,記号で答えなさい。なお,
図3は , ヒトの目の断面を模式的に表したものである。

距離Xが長くなると距離Yは① (ア 短く イ 長く)なる。Yが一定ならば,凸 レン
ズのふくらみの大きい方がXは短い。実験(2)と ヒトの目を関連づけると,水晶体を凸レ

ンズ,網膜をスクリーンとして考えることができる。一般にヒトの日では,水晶体と網膜

の距離が変わらないため,水晶体のふくらみを変えてピントを合わせている。近くのもの

から遠くのものにピントを合わせるとき,水晶体のふくらみを② (ア 小さく イ 大き
く)することで,水晶体からはつきりした像ができる位置までの距離を③ (ア 近づけて
イ 遠ざけて),網膜に像が映るようにしていると考えられる。

１

　

　

２

(1)図 1のように,光源,物体 (Fの形をくりぬいた板),凸 レンズ,半透明のスクリーン,

光学台を用いて実験装置をつくり,ス クリーンにはっきりした物体の像が映し出されるこ

とを確認した。なお,ス クリーンにはつきりした物体の像が映し出されるときの,物体と

凸レンズの距離をX,凸 レンズとスクリーンの距離をYとする。

光源 物体 凸 レンズ スクリーン

一観察する方向

光学台

図 1

(2)物体の位置を固定して,凸 レンズとスクリーンを動かし,距離 X,距離 Y,物体と比較

したときの像の大きさを調べた。また,ふ くらみの異なる凸レンズを使用して同様に実験

を行い,その結果を表にまとめた。

ふくらみが小さい凸レンズ ふくらみが大きい凸レンズ

X〔 clll〕

Y〔 cnl〕

物体と比較したときの像の大きさ 2倍 同 じ 0.5倍 3倍 同 じ 約 0.3倍

図 2

水晶体
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□
地震の伝わり方について調べるために,次の調査 n② を行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。ただし,地震の波は,どの方向にも伝

わり,波の速さは,大地をつくる岩石などのかたさに影響を受けず一定であるものとする。

1 調査(1)のゆれ Yを何というか。

2 調査(1),(2)の地震について,初期微動継続時間と震源からの距離の関係を表すグラフをかき

なさい。また,地震の発生時刻は 9時何分何秒と考えられるか。

3 調査(2)で ,震央の位置として最も適切なものは図 2のア,イ ,ウ ,工のうちどれか。

4 次の |   1内 の文章は,緊急地震速報のしくみと,緊急地震速報を受信してからS波

が到達するまでの時間についてまとめたものである。 (  )に 当てはまる数値を書きなさ

い。ただし,緊急地震速報は発表後すく
゛
に受信したものとする。

気象庁は,震源に近い地震計が P波 を感知し,大 きなゆれが起こると予想された場

合,緊急地震速報を発表する。ある地震では,震源から36 km離れた地点の地震計で

P波を感知した。感知から5秒後に緊急地震速報が発表された。P波の速度が 6km/秒 ,

S波の速度が 4km/秒であるとき,震源から84 km離れた地点では,こ の緊急地震速報を

受信してから(   )秒後に S波が到達する。

(1)図 1は,実際に発生した地震について,ある

地点の地震計によるゆれの記録である。 2種類

のゆれがあり,は じめの小さなゆれをX,その

後の大きなゆれをYと した。
9時 8分 00秒

(2)(1)の地震について,図 2は ,地図上に震度分布を示し

たものである。 Elで 囲まれた数字等はその場所での

震度である。表は,図 2の 地点 Aと 地点 Bに おける

P波 とS波の到達時刻をまとめたものである。なお, こ

の地震の震源の深さは 50 kmで あり,地点 Aは震源か

らの距離が 105 kl■ ,地点 Bは震源からの距離が 70 knl

である。

P波の到達時刻 S波の到達時刻

地点 A 9時 8分 19秒 9時 8分 34秒

地点 B 9時 8分 14秒 9時 8分 24秒

9分 00秒
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理科の授業で,酸・アルカリの反応について調べるために,次の実験(1),(2)を行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

1 次の |   1内 の文章は,実験(1)の結果から考察したものである。①,②に当てはまる語
の組み合わせとして正しいものはどれか。

物質Xについて,リ トマス紙 Dが変化したことから,( ① )性で

あることがわかる。また,リ トマス紙C,Dを比較することで,物質X

には( ① )性を示す( ② )イ オンがあることがわかる。

2 実験(2)において,う すい水酸化バリウム水溶液を 12.Ocm3に変えて実験を行つたとき,生

じる沈殿の質量は何 gか。小数第 3位を四捨五入して小数第 2位まで書きなさい。

3 実験(2)において, ビーカー Q,R,S,Tで 中和が起こつた。このとき,

酸性を示すイオンとアルカリ性を示すイオンが結びついて水が生じる化学

変化を表す式を,イ オンの化学式を用いて書きなさい。ただし,化学式は

図 2の書き方の例にならい,文字や数字,記号の大きさを区別して書くこと。

4 実験(2)の結果から,各 ビーカー内のイオンの総数

を比較する。ビーカー Pと Q内のイオンの総数が

図 3の ように表されるとき,ビーカー R,S,Tは

どのように表されるか。ただし,図 4は ,かき方の

例であり,ビーカー Lの ようにイオンの総数が 0

になる場合は,グラフ中に 0を かきなさい。

-4-
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(1)図 1のように,電解質の水溶液で湿らせた

ろ紙をのせたガラス板に,赤色 リトマス紙

A,Bと 青色リトマス紙 C,D,物質 Xの水

溶液をしみこませた糸をのせた。ろ紙に電圧

を加えたところ,リ トマス紙 A,B,Cは 変

化せず,リ トマス紙 Dの み赤色に変化 し

た。ただし,電解質の水溶液は,結果に影響

を与えない。

(2)ビーカー P,Q,R,S,Tに ,うすい硫酸 15.Ocm3と緑色の BTB溶液を入れた。そのうち,

ビーカー Q,R,S,Tに うすい水酸化バリウム水溶液 5.Ocm3,10.Ocm3,15.Ocm3,
20.Ocm3をそれぞれ加えたところ,沈殿が生じた。ビーカー内の BTB溶液の色と,水溶

液に電流が流れるかを調べ,生 じた沈殿の質量を測定した。表は,その結果をまとめたも

のである。

P Q R S T

うすい水酸化バリウム

水溶液の体積〔cm3〕
0 10.0 15。 0 20.0

BTB溶液の色 黄 黄 黄 緑 土
日

電流が流れたか 流れた 流れた 流れた 流れなかつた 流れた

生じた沈殿の質量〔g〕 0 0。 11 0。 22 0.33 0.33

図 1

① ②

ア アルカリ 陰

イ アリレカリ 陽

ウ 酸 陰

工 酸 陽

図 4



ロ
コイルと磁石により発生する電流について調べるために,次の実脚 Dか 引りを順に行つた。

(1)図 1のように,検流計,棒磁石,コイルを用いて発

生する電流を調べる装置をつくった。

(2)(1)の 装置に,コ イルの上から棒磁石の N極 をすば

やく近づけると,検流計の針がふれ,コ イルに電流が

生じたことがわかった。

(3)図 2のように,棒磁石を取り付けた台車が半円状の

レール上を動けるようにした。レールに対してコイル

の面を垂直に固定し,コ イルにコンピュータをつない

だ。レール上の位置 Pか ら台車を静かにはなし,コ

イルの位置と電流の強さの関係を調べるため, 1回 目

は位置 A,2回 目は位置 Bに コイルを固定して実験

を行つた。ただし,位置 Aは位置 Bよ り低い位置に

ある。なお,コ ンピュータは,台車がコイルを通過し

たときにコイルに生じる電流のようすを記録できる。

(4)図 3の ように,位置 Cに 固定したコイルに豆電球

とコンピュータをつないだ。台車を位置 Pか ら静か

にはなし,台車がレールを往復するときのコイルに生

じる電流のようすを記録した。台車がコイルをすばや

く通過するときに豆電球が点灯し,やがて台車は止

まつた。図 4は ,台車が動き始めてからレールを 2往

復するまでの波形である。

コンピュータヘ

図 3

」̈__1_■ _Li_ハ | _1_1__1__|__Li__| _l_■ _

イ1誡_キ井イキ;井ハ1井_i111_1_■ VI I=IV=二 ly,_

経過時間

図 4

図 1

図 2
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台車  半円状のレール
棒磁石

A(1回目)

コンピュータヘ

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。ただし,棒磁石を取り付けた台車はヨ

イルに触れることなく通過する。

1 実験(2)のように,コ イルに棒磁石を近づけることで流れる電流を何というか。

2 実験(2)と 同じ向きに検流計の針がふれるのは,次のうちどれか。

ア イ ウ エ

コイルの上から棒磁石
の S極を近づける。

コイルの中心に棒磁石
の S極を近づける。

同|
コイルの下にある棒磁石
の S極を遠ざける。

同|
コイルの下から棒磁石
の S極を近づける。

―- 5 -                  ◇M4(785-36)



位置 B 位置 B 位置 B

3 図 5は ,実験(3)で棒磁石を取り付けた台車が位置 Aの コイルを最初に通過したときに生じ

る電流の波形を,模式的に表したものである。位置 Bを通過したときの電流の波形として最

も適切なものはどれか。ただし,縦軸と横軸の 1目 盛りの大きさは図 5と 同じである。
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経過時間

エ

経過時間

図 5

4 次の |   1内の文章は,図 3の状態から,コ イルを外して台車を位置 Pか ら静かには
なす実験を行うときの台車の動きについて考えたものである。①,②,③に当てはまる語をそ

れぞれ書き,④に当てはまる語を(   )の 中のア,イから一つ選び,記号で答えなさい。

実験(4)に おいて,位置 Pにあった台車のもつ( ① )エネルギーは,台車が動き始め

ると,その一部は運動エネルギーに変換される。台車がコイルを通過するたびに,運動エ

ネルギーの一部が電磁誘導によつて( ② )エネルギーに変換される。この( ② )エネ

ルギーは,豆電球で光エネルギーと( ③ )エネルギーに変換され,消費される。このこ

とから,コイルを外して実験をすると,台車が動き始めてから止まるまでの時間は,実験

(4)の ときよりも④ (ア 短く イ 長く)なると考えられる。

表は,あるヒトの 1分間の脈拍数と呼吸数

をそれぞれ計測し,ま とめたものである。計

測は,運動を始める前,運動を終えた直後,

脈拍数

(回/分 )

呼吸数

(回/分 )

運動を始める前

運動を終えた直後 45

運動を終えた 10分後
運動を終えた 10分後に行つた。ただし,脈

拍数は心臓の拍動数と同じとする。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

1 全身の血液の中で,酸素が少なく,二酸化炭素を多く含む血液を何というか。

2 次の |    1内は,ヒ トの血液の循環の一部を示したものである。(   )に 当てはまる

語を下のアからオのうちから一つずつ選び,記号で答えなさい。

全身から → 右心房 → (   )→ (   )→ 肺
→ (   )→ (   )→ (   )→ 全身ヘ

ア 肺動脈 イ 肺静脈   ウ 右心室 工 左心室   オ 左心房

3 体循環で心臓から送り出される 1分間あたりの血液の量は,運動を始める前より運動を終え

た直後で何 nlL増加するか。ただし,体循環において, 1回 の拍動で心臓から送り出される血

液の量は,運動を始める前と運動を終えた直後で変化がなく,70 1nLとする。

4 運動によつて呼吸数が増加する理由を,細胞のはたらきと使われる気体に着目し,「エネル

ギー」という語を用いて,簡潔に書きなさい。

位置 B 位置 A

-6- ◇M4(785-37)



□
物質の状態について調べるために,次の知 L② を行つた。

【正しくない操作】

工タノール

沸騰石

ガスバーナーの炎

図 4

3 実験(1)の図 2において,加熱してから7分後のエタノールの状態として最も適切なものは,

下の〔エタノールの状態〕のア,イ ,ウ ,工 のうちどれか。また,エ タノールの体積を変え

て,実験(1)と 同様の操作を行つて得られたデータをもとに,エ タノールの体積と温度 Tの関

係をグラフに表したとき,最 も適切なものは,〔グラフの種類〕のア,イ ,ウ ,工のうちどれか。

ただし,エタノールの体積が 5 cn13ょ り少ないときは考えないものとする。

〔エタノールの状態〕

ア 気体のみ
〔グラフの種類〕

イ 液体のみ ウ 固体と液体 工 液体と気体

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

1 実験(1)に おいて,下線部のような温度を何というか。

2 図 4の 【正しくない操作】のように,エタノールは直接火にあてて

加熱してはいけない。その理由を,エタノールの性質をふまえて ,

簡潔に書きなさい。
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(1)図 1のように,液体のエタノール 10 cm3と 沸騰石を入れた試験管を,水と沸騰石を入れ

たビーカー内に設置し,ホ ットプレートを用いて加熱した。温度計を用いて,エタノール

の温度を 30秒 ごとに測定した。図 2は ,加熱時間とエタノールの温度の関係をまとめた

もので,温度 Tの とき沸騰が盛んになり,温度が一定になつた。ただし,加熱前のエタ

ノールと水の温度は同じである。
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図 2

ポリエチレン袋 容器(2)図 3のように,ポ リエチレン袋に液体のエタノールを

少量入れて密閉し,容器に置いた。熱湯をかけたところ

ポリエチレン袋はふくらみ,ふ くらみきつた袋内に液体

は確認できなかつた。
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4 図 5は ,実験(2)の図 3において,エタノールの粒子をOのモデルで

表した模式図である。ふくらみきつた袋内の粒子のようすとして最も

適切なものは,〔粒子のようす〕のア,イ ,ウ ,工 のうちどれか。ま

た,ふ くらみきつた袋内のエタノールの質量は,ふくらむ前と比べて

どうなるか。最も適切なものを〔質量の変化〕のア,イ ,ウ のうちから

一つ選び記号で答えなさい。

〔粒子のようす〕

エタノールの
粒子のモデル

図 5

ア イ ウ 工

粒子の大きさは変わらず ,

数が増えて,自 由に飛び
回つている。

粒子の数は変わらず

きさが大きくなつて

由に飛び回つている

大

自

粒子の大きさ,数は変わ
らず,周辺に寄つて袋を
押し続けている。

粒子の大きさ,数は変わ
らず,自 由に飛び回つて
いる。

〔質量の変化〕

ア 小さくなる イ 変わらない ウ 大きくなる

□
天体の見かけの動きについて調べるために,瓢 n② メ)を順に御 、天体観測④を行つた。

(1)図 1は,地球の公転と 12星座の位置関係を表す

模型を上から見たようすである。12星座がそれぞ

れ一つずつ書いてあるカードが,円状に等間隔で並

んでいる。回転台は太陽模型を中心に回転させるこ

とができる。回転台にはカメラが取り付けてあり,

カメラの位置は地球の位置,カ メラで撮影した映像

は地球からの視点,矢印 Aは 自転の向き,回転台

上の点線は公転軌道,矢 印 Bは 公転の向きであ

る。図 1のように,カ メラがうお座のカードを向い

ているときを秋分の日の午前 0時 とする。なお ,

図 2は図 1の一部を横から見た模式図である。

みずがめ ヒ
ξ
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]

おひつじ藁

√ヽんびん座

量おとめ座

量ヽ し座

うお座   ヵメラ おとめ座
太陽模型

(2)図 1で,カ メラを太陽模型と反対向きになるように固定し,回転台を矢印 Bの向きに

回しながら動画を撮影した。動画には,カ ードが順に通り過ぎるようすが見られた。

(3)図 3のように,カ メラを太陽模型に向けて固定し,回転台を矢印 B  ♂
螂
ヽ

の向きに回しながら動画を撮影した。動画は

星座のカードが順に通り過ぎるようすが見 :

(4)栃木県内のある地点で,ある日の夕方 (日

行つた。夕方の南東の空に力Чこ座やしし座が観測された。
    w♂
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このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

1 地球の公転によって生じる天体の 1年間の見かけの動きを何というか。

2 次の |   1内の文章は,実験(1ヽ (2),(3)の結果から,太陽の見かけの動きについてまと
めたものである。①に当てはまる語句を(   )の 中のア,イから一つ選び,記号で答えなさ

い。また,②に当てはまる星座を,③に当てはまる語をそれぞれ書きなさい。

実験(2)の動画には,カードが順に画面の左から右に通り過ぎるようすが見られた。この

ことから,地球の公転により,見える星座の位置が日ごとに① (ア 西から東 イ 東か
ら西)へ移動していくことがわかる。また,実験(3)の動画には,秋分では,太陽模型のう

しろにおとめ座のカードが見られ,冬至では,太陽模型のうしろに( ② )のカードが見

られた。星座の位置を基準にすると地球から見た太陽は,季節の経過とともに星座の中を

動いていくように見える。この星座の中の太陽の通り道が( ③ )である。

3 天体観測(4)で ,夕方の南東の空にかに座やしし座が観測されたときの地球の位置と,地球か

らの視点を,模型を用いて表したとき,最も適切なものはどれか。〔カメラの位置〕は,図 4の

ア,イ ,ウ ,工のうちから,〔カメラの向き〕は,図 5のア,イ ,ウ ,工のうちからそれぞれ一

つずつ選び,記号で答えなさい。

〔カメラの位置〕

やぎ
レ
亀轟肝
ヾそり座

みずがめり/7｀ 「`んびん座
量おとめ座

ぉひっじへヽ
ソ
ノんt/E

ふたご座

図 4

4 図 6は,天体観測14)と 同日の午後 11時 に北の空を観

測したときの北極星と恒星 Xの位置 (渋→ を模式的に

表したものである。観測した日から9ヶ 月後の午後 8時

に恒星 Xがある位置として最も適切なものを,図 6の

アからキのうちから一つ選び,記号で答えなさい。
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図 5

(問題は以上です。)
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